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　はじめに

キ ン メ ダ イ 目 キ ン メ ダ イ 科（Beryciformes: 

Berycidae）は日本国内で 2 属 4 種が確認されて

いる（林，2013）．本報告では，鹿児島大学総合

研究博物館（KAUM）に所蔵されている鹿児島

県産のキンメダイ科魚類標本を調査した．その結

果， ナ ン ヨ ウ キ ン メ Beryx decadactylus (Cuvier, 

1829)，フウセンキンメ Beryx mollis Abe, 1959，お

よびキンメダイ Beryx splendens Lowe, 1834 が確

認された．また，2016 年 2 月 24 日に鹿児島県枕

崎 市 岩 戸 山 南 方 か ら 1 個 体 の キ ン メ ダ マ シ

Centroberyx druzhinini (Busakhin, 1981) が採集され

た．これまで九州から本種は記録されていないた

め，鹿児島県から得られたキンメダマシの記載を

あわせて報告する．なお，ナンヨウキンメが種子

島と奄美大島から，フウセンキンメが鹿児島県本

土と種子島から，キンメダイが鹿児島県本土，大

隅諸島，口之島近海，および奄美大島からのそれ

ぞれ標本に基づく初記録となる．

　材料と方法

計 数・ 計 測 方 法 は Hubbs and Lagler (1947) と

Yoshino et al. (1999) にしたがった．標準体長は体

長と表記した．計測はデジタルノギスを用いて 0.1 

mm 単位までおこない，計測値は体長に対する百

分率で示した．胸鰭と腹鰭の鰭条数は左体側のも

のを計数した．鮮時のキンメダマシの体色は，

KAUM–I. 200240 のカラー写真に基づいて記載し

た．標本の作製，登録，撮影，および固定方法は

本村（2009）に準拠した．本報告に用いた標本は

鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に保管さ

れている．キンメダマシ（KAUM–I. 200240）と

ナンヨウキンメ（KAUM–I. 200245）の標本のカ

ラー写真は，同館と鹿児島水圏生物博物館のデー

タベースに登録されている．また，フウセンキン

メ（KAUM–I. 46850） と キ ン メ ダ イ（KAUM–I. 

69550, 77006）のカラー写真は，鹿児島大学総合

研究博物館のデータベースに登録されている．

　結果と考察

Beryx decadactylus (Cuvier, 1829)

ナンヨウキンメ　（Fig. 1; Table 1）

標本　KAUM–I. 29102，体長 333.4 mm，鹿児

島県屋久島栗生冲，釣り，2010 年 5 月 3 日，本

村浩之；KAUM–I. 41041，体長 204.5 mm，鹿児

島県与論島沖，釣り，2011 年 8 月 22 日，KAUM

魚 類 チ ー ム；KAUM–I. 45784， 体 長 322.9 mm，

鹿児島県与論島沖，2012 年 4 月 16 日，KAUM 魚

鹿児島県のキンメダイ科魚類
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類チーム；KAUM–I. 56975，体長 198.0 mm，鹿

児島県与論島沖，水深 500–600 m，釣り，2013 年

11 月 7 日， 高 本 博 志；KAUM–I. 57224， 体 長

294.1 mm，KAUM–I. 57225， 体 長 268.3 mm，

KAUM–I. 57226，体長 294.8 mm，鹿児島県種子

島沖，定置網，2013 年 11 月 16 日，高山真由美；

KAUM–I. 69551，体長 249.0 mm，鹿児島県種子

島南方（31°18′N, 130°52′E），釣り，2014 年 4 月

6 日， 畑　 晴 陵；KAUM–I. 72426， 体 長 353.0 

mm，KAUM–I. 72427，体長 347.0 mm，鹿児島県

奄美大島沖（28°07′N, 129°25′E），釣り，2015 年

5 月 9 日， 小 枝 圭 太；KAUM–I. 200245， 体 長

226.9 mm，鹿児島県種子島沖，釣り，2014 年 12

月 29 日，岩坪洸樹・宮内浩三．

分布　日本国内では，富山湾，青森県，伊豆

大島，神奈川県三崎，静岡県伊東，駿河湾，熊野

灘，和歌山県宇久井，土佐湾，新潟県佐渡，長崎

県五島列島，鹿児島県屋久島，奄美大島，琉球列

島北方の東シナ海，および九州 ― パラオ海嶺か

ら記録されており（Busakhin, 1982；魚津水族博

物館，1997；秋元ほか，2003；宍道，2009；宍道・

神 野，2009; Motomura and Aizawa, 2011； 林，

2013；原口，2014a；本研究），本研究によって新

たに種子島における生息も確認された．国外では，

韓国釜山，済州島，マリアナ諸島，ハンコック海

山，ハワイ諸島，オーストラリア南東岸，ニュー

ジーランド，インド洋西部，大西洋，および地中

海西部から記録されている（Busakhin, 1982；林，

2013；星野，2016a）．

備考　背鰭，臀鰭，胸鰭，および腹鰭の軟条

数を Table 1 に示した．Jordan et al. (1913) は日本

から得られた Beryx splendens を報告し，同時に本

種の和名をナンヨウキンメダイとした．その後，

ナ ン ヨ ウ キ ン メ は 富 山 湾（ 魚 津 水 族 博 物 館，

1997），東北地方太平洋沿岸（北川ほか，2008），

青森県上北郡六ケ所村泊沖（塩垣ほか，2004），

八戸市沖（河合ほか，2002；塩垣ほか，2004），

相模湾（山田，1990; Senou et al., 2006），神奈川

県茅ケ崎市沖沖ノ瀬（石川，2010），三重県熊野

灘（秋元ほか，2003），高知県高知市御畳瀬沖（清

水，1997b），沖縄島南城市近海（三浦，2012），

東シナ海（山田ほか，2007），沖縄舟状海盆（山川，

1985），九州 ― パラオ海嶺（山川，1982b）など

から報告されている．

宍道（2009）によると，ナンヨウキンメは鹿

児島市中央卸売市場魚類市場において平キンメと

称され毎年多数が水揚げされ，1994 年には 100

トン以上が水揚げされているが，その標本に基づ

く報告は殆どなされておらず，彼の報告した奄美

大島北方から得られたナンヨウキンメの標本は残

されていない．これまで，ナンヨウキンメの鹿児

島 県 内 の 標 本 に 基 づ く 報 告 は，Motomura and 

Aizawa (2011) による屋久島から得られた 1 個体

（KAUM–I. 29102，体長 333.4 mm）と原口（2014a）

に よ る 与 論 島 か ら 得 ら れ た 1 個 体（KAUM–I. 

45784，体長 322.9 mm）を報告したものに限られ

る．したがって，本研究によって報告された種子

島と奄美大島から得られたナンヨウキンメは，本

種の同海域における標本に基づく初めての記録と

なる．なお，宍道・神野（2010）によると，奄美

大島近海において，ナンヨウキンメはキンメダイ，

フウセンキンメと比較して浅い海域である水深

600 m 以浅，高い水温である 8.9 度近辺の水域に

生息することが示されている．本研究における記

載標本のうち，漁獲水深が明らかとなっている与

論島近海産のものに関しては，600 m 以浅で釣獲

されており，宍道・神野（2010）の示した生息水

深と一致し，与論島近海においても奄美大島北方

同様の水域に生息するものと推察される．

Fig. 1. Photograph of fresh specimen of Beryx decadactylus from 
Tanega-shima island in the Osumi Islands, Kagoshima, Japan 
(KAUM–I. 200245, 226.9 mm SL).
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Beryx mollis Abe, 1959

フウセンキンメ　（Fig. 2; Table 1）

標本　KAUM–I. 7095，体長 113.3 mm，鹿児島

県南さつま市野間池沖，水深 300 m，底曳網，

2007 年 6 月 8 日，出羽尚子・大森純子；KAUM–I. 

46850， 体 長 115.4 mm，KAUM–I. 46894， 体 長

124.8 m， 鹿 児 島 県 南 さ つ ま 市 宇 治 群 島 北 方

（31°33′57″N, 129°53′29″E），水深 380 m，底曳網，

2012 年 4 月 25 日，中山直英・松沼瑞樹・荻原豪太；

KAUM–I. 54945， 体 長 233.2 mm，KAUM–I. 

54946，体長 219.0 mm，鹿児島県熊毛郡中種子町

熊 野 沖（30°28′13″N, 129°53′32″E）， 水 深 25 m，

定 置 網，2013 年 6 月 17 日， 高 山 真 由 美；

KAUM–I. 55559， 体 長 123.6 mm，KAUM–I. 

55748，体長 117.0 mm，鹿児島県三島村黒島北西

沖（30°59′26″N, 129°34′35″E）， 水 深 300–400 m，

底曳網，2013 年 7 月 16 日，福井美乃・松沼瑞樹．

分布　本種は日本国内では相模湾，伊豆半島，

三重県，宇治群島，大隅諸島黒島，琉球列島，東

シナ海，小笠原諸島から記録されており（Yoshino 

et al., 1999；秋元ほか，2003；宍道，2009；宍道・

神野，2010；石川，2010；林，2013；福井ほか，

2015; Motomura et al., 2016；本研究），本研究によ

り，種子島，鹿児島県薩摩半島西岸（野間池沖）

における分布も確認された．国外ではベトナム沖，

インド洋北西部から記録がある（林，2013）．

備考　背鰭，臀鰭，胸鰭，および腹鰭の軟条

数を Table 1 に示した．フウセンキンメはキンメ

ダイと比較して，体の背部の鱗の後縁が鋸歯状で

あること（キンメダイでは円滑），背鰭軟条数が

12–13（通常 13）であること（13–15，通常 14），

および後鼻孔が背腹方向に長く，幅の広い楕円形

であること（背腹方向に細長いスリット状）など

から識別される（Busakhin, 1982；林，2013）．

Beryx mollis は Abe (1959) によって神奈川県小

田原市沖の相模湾から得られた体長 250 mm のメ

スの個体をホロタイプとして新種記載され，同時

に和名フウセンキンメが提唱された．その後，沖

縄トラフ，沖縄諸島伊平屋島，三重県志摩市

（Yoshino et al., 1999），度会郡南伊勢町五ヶ所浦（望

月，1995b），静岡県賀茂郡南伊豆町石廊崎（石川，

2010），神奈川県三浦市三崎港西方（山田・工藤，

2000），小笠原諸島近海（秋元ほか，2003）など

から報告されている．

本 種 は 鹿 児 島 県 内 に お い て， 宇 治 群 島

（Motomura et al., 2016）と大隅諸島黒島沖（福井

ほか，2015）から標本に基づいて報告されている．

宍道（2009）によると，フウセンキンメは鹿児島

市中央卸売市場魚類市場においてバケキンメと称

され，キンメダイ，ナンヨウキンメと比べて稀少

であるとしながらも，1997 年には，これら 3 種

の中で最も多い，年間 100 トン以上が水揚げされ

ている．また，宍道（2009）と宍道・神野（2010）

は喜界島東方，奄美大島北西沖から得られたフウ

センキンメを報告しているが，その標本は残され

ていない．したがって，本研究によって報告され

た野間池沖（薩摩半島西岸）と種子島から得られ

たフウセンキンメは，鹿児島県本土と種子島にお

ける本種の標本に基づく初めての記録となる．

Beryx splendens Lowe, 1834

キンメダイ　（Fig. 3; Table 1）

標 本　KAUM–I. 32134， 体 長 162.4 mm，

KAUM–I. 32135，体長 154.3 mm，鹿児島県南さ

つま市野間池沖（31°30′N, 129°53′E），水深 370–

400 m，底曳網，2010 年 9 月 10 日，山下真弘・

大橋祐太；KAUM–I. 41042，体長 199.0 mm，鹿

児 島 県 与 論 島 沖， 釣 り，2011 年 8 月 22 日，

KAUM 魚類チーム；KAUM–I. 54896，体長 209.0 

Fig. 2. Photograph of fresh specimen of Beryx mollis from north 
of the Uji Islands, Kagoshima, Japan (KAUM–I. 46850, 115.4 
mm SL).
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mm， 鹿 児 島 県 ト カ ラ 列 島 口 之 島 沖（29°58′N, 

129°55′E），水深 100 m 以深，釣り，2013 年 6 月

12 日， 松 沼 瑞 樹；KAUM–I. 69550， 体 長 346.0 

mm，鹿児島県種子島南方（30°18′N, 130°52′E），

釣 り，2014 年 3 月 6 日， 畑　 晴 陵；KAUM–I. 

71914，体長 341.0 mm，鹿児島県奄美大島近海，

釣 り，2015 年 4 月 24 日， 畑　 晴 陵；KAUM–I. 

77006，体長 221.6 mm，鹿児島県奄美大島北方

（28°35′N, 129°05′E），2015 年 7 月 10 日，畑　晴陵．

分布　日本国内ではこれまで北海道釧路から

土佐湾にかけての太平洋沿岸，新潟県佐渡島，富

山湾，伊豆諸島，沖ノ鳥島，東シナ海大陸棚縁辺

域，紀南海山，トカラ列島南西方，奄美群島奄美

大島・与論島，沖縄諸島伊平屋島，および九州

― パラオ海嶺から記録されており（Yoshino et al., 

1999；秋元ほか，2003；宍道，2009；宍道・神野，

2010； 堀 井 ほ か，2010； 林，2013； 堀 井 ほ か，

2014；原口，2014b；本研究），本研究によって新

たに鹿児島県薩摩半島西岸野間池沖，大隅諸島種

子島，トカラ列島口之島近海における分布も確認

された．国外では，南米北部以北を除いた東太平

洋，インド・太平洋，および大西洋に広く分布す

る（Busakhin, 1982；中村，1986；清水，1990；林，

2013；柳本ほか，2015；星野，2016b）．

備考　背鰭，臀鰭，胸鰭，および腹鰭の軟条

数を Table 1 に示した．Jordan et al. (1913) は東京

と横浜から得られた Beryx splendens を報告し，同

時に本種が神奈川県三崎と相模湾沿岸においてキ

ンメダイと称されることを報告した．その後，富

山湾（魚津水族博物館，1997），伊豆諸島鳥島（秋

元ほか，2003），須美寿島（堀井ほか，2014），八

丈 島， 青 ヶ 島， 沖 ノ 鳥 島（ 堀 井 ほ か，2010，

2014）， 東 北 地 方 太 平 洋 沿 岸 沖（ 北 川 ほ か，

2008），青森県八戸市沖（塩垣，1982），相模湾（山

田，1990），房総半島南方（秋元ほか，2003），神

Table 1. Frequency distributions of fin ray counts of three species of Beryx.

Fig. 3. Photographs of fresh specimen of Beryx splendens. A, 
KAUM–I. 77006, 221.6 mm SL, off Amami-oshima island in 
the Amami Islands, Kagoshima, Japan; B, KAUM–I. 69550, 
346.0 mm SL, off Tanega-shima island in the Osumi Islands, 
Kagoshima, Japan.

n Dorsal-fin soft rays
12 13 14 15 16 17 18 19 20

B. decadactylus 11 3 5 3
B. splendens 5 1 2 2
B. mollis 7 1 6

n Anal-fin soft rays
26 27 28 29 30

B. decadactylus 11 4 1 5 1
B. splendens 5 2 3
B. mollis 7 5 2

n Pectoral-fin soft rays n Pelvic-fin soft rays
15 16 17 8 9 10

B. decadactylus 10 3 6 1 11 5 6
B. splendens 5 3 2 5 5
B. mollis 7 3 4 7 2 5
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奈川県横須賀市西方（林・伊藤，1974），三浦市

三崎（竹内，2014），伊豆半島（清水，1997a），

伊豆諸島新島西方（石川，2010），三重県志摩市

御 座 沖（ 望 月，1995a）， 熊 野 灘（ 秋 元 ほ か，

2003），紀南海山（秋元ほか，2003），東シナ海（山

田 ほ か，2007）， 九 州 ― パ ラ オ 海 嶺（ 山 川，

1982a）などから報告されている．

本種は鹿児島県内においてこれまで，トカラ

列島南西方（秋元ほか，2003），奄美大島北方（宍

道，2009；宍道・神野，2010），与論島近海（原口，

2014b）などから記録がされており，2002 年には

鹿児島市中央卸売市場魚類市場に年間 150 トン近

くが水揚げされ（宍道，2009），県内でも多数漁

獲されているものと思われる．しかし，本種の標

本に基づく報告は原口（2014b）による，与論島

近海から得られた 2 個体（KAUM–I. 56975，体長

198.0 mm, KAUM–I. 41042，体長 199.0 mm）を報

告したものに限られる．したがって，本研究によっ

て報告された奄美大島産の個体は同地域からの本

種の標本に基づく初めての記録となるほか，野間

池沖，種子島，および口之島近海から得られた個

体はそれぞれ鹿児島県本土，大隅諸島，およびト

カラ列島北部における本種の初めての記録とな

る．

Centroberyx druzhinini (Busakhin, 1981)

キンメダマシ　（Fig. 4; Table 2）

標本　KAUM–I. 200240，体長 239.5 mm，鹿児

島県枕崎市岩戸山南方，定置網（枕崎市近海魚市

場で購入），2016 年 2 月 23 日，森　幸二．

記載　計数値と体各部の体長に対する割合を

Table 2 に示した．体はよく側扁し，側面から見

ると前後方向に長い卵円形を呈する．口裂は斜位

で，口は大きく，主上顎骨後端が瞳孔後縁を越え

る．下顎先端は突出する．囲眼部に鱗はない．鼻

孔は 2 つある．体高は高く，背鰭起部で最大にな

り，頭長とほぼ同長である．背鰭基底は臀鰭基底

よりやや長い．背鰭・臀鰭棘長は，それぞれ第 1

棘が最短で，最後棘が最長である．背鰭・臀鰭軟

条長は，それぞれ第 1 軟条が最長で，最後軟条が

最短である．背鰭・臀鰭軟条はすべて分枝する．

臀鰭起部は背鰭第 2 軟条直下に位置する．胸鰭後

端は背鰭第 3 軟条をわずかに越える．側線は最初

の有孔鱗 5 枚目まで上昇し，その後は直線的に緩

やかに降下する．尾鰭は二叉し，深く湾入する．

鮮時の色彩 — 頭部の地色は山吹色で，眼の周

囲は橙色がかる．虹彩は黄色．前鰓蓋骨と主鰓蓋

Fig. 4. Photograph of fresh specimen of Centroberyx druzhinini 
from south of Mt. Iwado, Makurazaki, Kagoshima, Japan 
(KAUM–I. 200240, 239.5 mm SL).

Centroberyx druzhinini
KAUM–I. 200240

Standard length (SL; mm) 239.5
Counts
 Dorsal-fin rays VI, 13
 Anal-fin rays IV, 16
 Pectoral-fin rays 13
 Pelvic-fin rays I, 7
 Pored scales on lateral line 57
 Gill rakers 6 + 19
Measurements (% SL)
 Body depth 42.1
 Head length 35.9
 Snout length 9.3
 Eye diameter 10.8
 Interorbital width 9.6
 Maxillary length 20.3
 Suborbital width 5.1
 Caudal-peduncle depth 12.2
 Caudal-peduncle length 12.4
 Pectoral-fin length 25.9
 Pelvic-fin spine length 16.1
 Pelvic-fin length 20.2
 Longest dorsal-fin spine length 15.7
 Shortest dorsal-fin spine length 2.9
 Longest dorsal-fin soft ray length 19.6
 Longest anal-fin spine length 11.7
 Longest anal-fin soft ray length 14.3

Table 2. Counts and measurements, expressed as percentages of 
standard length, of specimen of Centroberyx druzhinini from 
Kagoshima, Japan.
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骨は光沢のある黄色．両顎は濃い桃色を呈する．

体側面は縁辺が朱色を呈するが，縁辺を除く各鱗

は桃色がかった銀色で，その鱗縁は橙色を呈する．

背鰭は鰭条が薄い赤色を呈し，鰭膜は半透明であ

るが，基底近くでは薄桃色がかる．臀鰭は半透明．

胸鰭と腹鰭は薄い橙色．尾鰭は赤色．

分布　日本国内ではこれまで八丈島，小笠原

諸島，神奈川県三浦市，三重県志摩市，土佐湾，

および沖縄島から記録されており（座間・藤田，

1977；山田，1991；鈴木・片岡，1997; Shinohara 

et al., 2001, 2005；加藤，2014），本研究によって

新たに鹿児島県枕崎市沖における分布も確認され

た．国外では，インド・西太平洋に広く分布する

（Paxton, 1999; Randall and Lim, 2000; Fricke et al., 

2011；林，2013）．

備考　本標本は，背鰭基底が臀鰭基底よりも

長いことや背鰭棘数，臀鰭棘数，および腹鰭軟条

数がそれぞれ 6，4，および 7 であることなどの

特 徴 が Busakhin (1982) に よ っ て 定 義 さ れ た

Centroberyx 属の標徴と一致した．さらに，側線

上方横列鱗数が 8 であること，側線下方横列鱗数

が 18 であること，体高が高く頭長とほぼ同長で

あること，体長が体高の 2.4 倍であること，臀鰭

軟条数が 16 であること，側線鱗数が 57 であるこ

と，および頬鱗列数が 5 であることなどの組み合

わ せ が Paxton (1999) と 林（2013） が 示 し た C. 

druzhinini の標徴とよく一致した．

キンメダマシは日本国内においてこれまで，伊

豆諸島八丈島（加藤，2014），小笠原諸島（座間・

藤田，1977），神奈川県三浦市（山田，1991），紀

伊半島（益田・小林，1994），三重県志摩市（鈴木・

片岡，1997），土佐湾（Shinohara et al., 2001），お

よび沖縄島（Shinohara et al., 2005）から報告され

ている．枕崎産標本はキンメダマシの九州初記録

であると同時に，本種の分布の空白域を埋めるも

のである．
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